

























ては､ すでに大沼(1975)が､ これまでの語法研究は､ 用例収
集のみをしてしまい､ 断片的な説明に始終し､ ｢木を見て森
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ト､ ｢継続｣ を表す現在完了 (進行) 形
｢各項目間に存在する有機的関係｣ とは､ 例えば､ 動詞を例
にとれば､ 動詞がthat補文､ 目的語＋to be＋補語､ 目的語
＋補語の補文のいずれを取ることができるかを､ その動詞を
串刺しにできる共通の意味成分を抽出することによって分類
























的､ 個別的言語現象｣ から出発して､ すなわち ｢個｣ から出










された｡ 同時に､ その目標達成のためには､ ｢特に語用論の
視点を踏まえ､ さらに､ 学際的な心理言語学､ 社会言語学や
その他の領域を射程に収めた研究でなくては､ もはや不十分
だ｣ (小西(1985)) とされ､ 語法研究は必然的に､ 新しい言
語学で開発された諸分野の成果や知見を十分に取り入れてお
く必要があることが指摘された｡
1980年代以降の ｢新しい言語学の諸分野｣ には語用論､ 関
連性理論､ 意味役割理論､ 機能文法論､ 語彙概念構造意味論､
構文文法論､ 認知意味論､ などが含まれるだろう｡ しかし､
これらの諸分野の研究成果や知見を無批判に採り入れたり､
特定の言語理論を援用したりするのではなく､ あくまで研究の













次例の( 4 )の文のfor ten years はどの部分を修飾するか
で(5a, b, c)の３つの解釈が可能である｡
(４) She was jailed for ten years. ―Oxford Word-
power Dictionary
(５) ａ.10年間にわたって投獄 (と保釈) を繰り返した
ｂ.10年間刑務所に入っていた
ｃ.禁固10年の刑を言い渡され (投獄され) た
(5b)の解釈では10年間が刑務所に入っている (be in jail) 期
間をさすが､ (5c)の解釈では､ 10年間はintended durationを
表し､ 例えば､ 恩赦によって､ ５年間の服役後に釈放になっ
たということも考えられるわけである｡ 語彙概念構造意味論
では [x CAUSE [y BE IN JAIL]]で示される概念構造の
中でfor ten years は使役関数のCAUSEを修飾する解釈





























が報告されている｡ 辞書編纂の分野でも､ 例えば､ 辞書に挙
げるべき用例を通用度の高いものにするという試みがなされ























法研究｣ に属するものである｡ このほか､ ｢文法的語法研究｣
を追及したものに､ 八木(1999)があり､ ｢意味が統語形式を
選択する｣ という基本的な考え方に基づいて意味と構文の関
















｢文法的語法研究｣ については､ 上述のように､ 一定の成
果をあげている｡ そして､ ｢語法から文法へ｣､ ｢文法から語
法へ｣ という ｢語法と文法のバランスのとれた融合｣ という
理想的な語法研究のアプローチは ｢英語語法文法学会｣ (1993




法研究の成果は小西友七(編) の ｢語彙文法｣ の３部作
((1980), (1991), (2001)) や多くの英和辞典の語法記述に取り

























て丹念に集めた ｢汗のにじんだ｣ 用例 (自己資料) であるこ













語法研究は､ 上で述べたように､ また､ 小西(1997)でも示
されているように､ 文法的要素ならびに文法的な観点からの
｢文法的語法研究｣ と､ 辞書項目を中心とした ｢語彙的語法






















い る ｡ 海 外 で は ､ Pinker(1989), Jackendoff(1990),
Croft(1991), Levin(1993), Tenny(1994), Levin & Rappaport
Hovav(1995), Goldberg(1995), Smith(1997)などの著作があ

























(a) *The Taylors have played golf since 8:00









(10) a. *I have studied English for three hours.










るはずである｡ しかし､ 実際には､ その意味では通例用いら
れないのである｡ ちなみに､ ｢切れ目のある継続｣､ つまり､
｢習慣｣ や ｢反復｣ の意味では､ 次の様に容認可能である[吉
岡 (2001)]｡
(11) a. I have studied English for three years.
b. I have been studying English for three
years.
ところで､ ｢切れ目のある継続 (反復・習慣)｣ と ｢切れ目
のない継続 (持続)｣ という区別はどこまで有効に働くだろ
うか｡ 例えば､ (10a)のI have studied English for three
hours.の文は３時間 (切れ目なく) 英語の勉強を続け､ 発話
時の直前にその勉強を終えた､ という完了の解釈が可能であ
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るが､ この場合は ｢切れ目のない継続｣ にはならないのであ
ろうか｡ 正確には ｢切れ目のない継続｣ というのは ｢発話時
まで単一の行為や過程が未完結の状態で持続している｣ とい
うことではないだろうか｡ このように解釈して､ 今一度､









討してみよう｡ 次の諸例はThomson & Martinet (1986)
の Exercises 1から抜粋した練習問題である｡ (各文の文末
には､ Exercises 1に示されている解答を添えてある｡)
(12) a. We (walk) for three hours. (have been walk-
ing/have walked)
b. He (sleep) since ten o'clock. It's time he woke
up.(has been sleeping/has slept)
c. It (rain) for two hours and the ground is too
wet to play on, so the match has been
postponed.(has been raining/has rained)
d. I (try) to finish this letter for the last half-
hour. I wish you'd go away or stop
talking.(have been trying)
e. I (polish) this table all the morning and she
isn't satisfied with it yet.(have been polish-
ing)
f. I (make) sausage rolls for the party all the
morning.(have been making)
g. He (teach) in this school for five years.(has
been teaching/has taught)
h. He (hope) for a rise in salary for six months
but he has not dared to ask for it yet.(has
been hoping)
｢切れ目のない継続｣ を表すのは(a), (b), (c), (d), (e), (f)で
ある｡ 一方､ ｢切れ目のある継続｣ は(g), (h)である｡ ｢切れ
目のない継続｣ でも､ (a), (b), (c)は現在完了形､ 現在完了進
行形の両方が可能であるのに対して､ 同じ ｢切れ目のない継
続｣ でも(d), (e), (f)では現在完了進行形のみが可能である｡




(１) 現在完了形の用法の中で､ ｢継続｣ 用法はどのよう
に位置づけられるか｡ ｢完了アスペクト｣ と ｢継続｣
用法の関係はどうか｡
(２) ｢継続｣ 用法で現在完了形でも現在完了進行形でも
用いられる動詞はexpect, hope, learn, lie, live,
look, rain, sleep, sit, snow, stand, stay, teach,
wait, want, work な ど が あ る [Thomson &







う｡ (12a)では､ 現在完了形にしたWe have walked for
three hours.の文は通例 ｢これまで３時間歩いた｣ という完
了の意味になり､ 発話時点では歩く行為は完結していること
を表す｡ ( ｢経験｣ の意味も可能であるがここでは除外して
考える｡) 現在完了進行形では完了の意味と継続 (持続) の
意味の両方が可能である｡ 完了した ｢歩く｣ 行為が結果とし
て現在 (発話時) に何らかの影響 (We are tired now.など)
を及ぼしておればよい｡ 後者の意味では発話時以降も行為が
継続することを含意し､ 行為は ｢未完結｣ と捉えられている｡
ここで注意したい点は､ 現在完了進行形は２つの顔を持っ
ているということである｡ １つは ｢完了｣ の顔であり､ もう
１つは ｢未完結｣ の顔である｡ 前者は完了形の有する ｢完了
アスペクト｣ に関わり､ 後者は進行形の有する ｢未完結｣ に
関わる特徴である｡５) 現在完了進行形が前者の特徴を持っ
ていることは､ 現在完了の本質的な意味を探るのに大きな示





能になるのではないかと考えられる｡ ただし､ He has slept
for four hours since ten o'clock.とした場合､ 10時から発
話時 (２時) までの間､ ４時間 (も) 寝た､ という完了の意









ばならないので現在完了進行形となる｡ (12f)では､ I have
made sausage rolls for the party all the morning.と現
在完了形にして反復的行為を表すことも可能ではあるが､ そ
の場合にも､ 発話時点では行為は完了したものとして捉えら
れる｡ (12g)は ｢習慣・反復｣ の継続であるが､ 現在完了形
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(12h)も ｢反復・習慣｣ の継続用法であるが､ 現在完了形に
すると､ やはり発話時には給与値上げの願望が無くなってい





を有しているのである｡ ｢完了｣ ｢結果｣ ｢継続｣ の３用法で
はいずれも発話時においては当該の行為や出来事は完結､ 完
了したものとして外的視点から捉えられるのである｡ したがっ








以上､ 現在完了形の ｢継続｣ 用法について､ 柏野(1999)で





た､ 現在完了形の有する ｢完了｣ ｢結果｣ ｢経験｣ ｢継続｣ と
いう具体的意味と完了相という文法アスペクトはどのように
関連しているのか､ さらに､ それぞれの用法と､ 用いられる
動詞の種類 (状態動詞か非状態動詞か､ 意志的か否か) との
関係についてはどうか､ といった観点から総合的にこの問題
を考察した｡ その結果､ 現在完了形は行為､ 過程､ 出来事､
そして状態をも､ 発話時より前に完了､ 完結した状況と捉え､
その結果が発話時に何らかの関連性を持つことを表す文法形
式であること６)､ そして､ それ故に､ ｢継続｣ 用法は状態動
詞にもっぱら限定され､ なおかつ ｢継続｣ の意味を補強する
since句(節)などを必ず伴うこと７) ､ が明らかになった｡ そ














１) この斎藤(1982)に対して 『現代英語教育』 (1982年３月号)
の ｢読者のページ｣ 欄に一愛読者から ｢『語法研究の落と






５) 次例のa, bの文は単一の行為の ｢持続｣ を表すが､ c, d
の文は行為の継続が発話時直前に ｢完結｣ していることを
表す｡
(a) They've been waiting here for over an hour.
―Murphy(1985:32)
(b) I've been watching television since 2 o'clock.―Ibid.
(c) You've been crying again.―Leech(1987:51)
(d) "For God's sake, Mrs. Robinson. Here we are.
You've got me in your house. You put on music.
You give me a drink. We've both been drinking al-
ready. …"―C. Webb, The Graduate
６) 次例の(a)の文は ｢継続｣ であるが､ (b), (c)の文は ｢完
結｣ を表す｡
(a) "How long have you worked there?" "Five years."―
S. Sheldon, Nothing Lasts Forever
(b) In the last two years, you have worked with hos-
pital patients under the supervision of senior doct
ors.―Ibid.
(c) "He's served three terms and at the age of
seventy-seven has just won his fourth election
unopposed."―J. Archer, Sons of Fortune
したがって､ 未完結の行為は次例のように現在完了進行
形となる｡
(d) "Ben, Mr. Robinson and I have been practicing
law together in this town for seventeen years,"―
C. Webb, The Graduate
７) ｢継続｣ を表す現在完了形は ｢継続｣ を表す時間副詞句
を伴う｡
(a) *That ring has belonged to my mother.
(b) *I have known Bill.
(c) *He has liked Mary.





(e) I've been ill.
(f) She has been lonely without you.―Ibid.
ちなみに､ 次例は ｢経験｣ の意味にしかならない｡
(g) We have lived in London.―Leech(1987:36)
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